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わ
が
国
の
鋼
船
建
造
可
能
造
船
所
は
そ
の
数
二

0
0
に
近
い
が
、
大
部
分
は
木
造
船
業
を
兼
営
し
、
内
航
小
型
船
、
漁
船
、
雑
船
の

建
造
修
理
を
専
門
と
す
る
小
規
模
な
中
小
造
船
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
五

0
0総
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
建
造
し
う
る
造
船
所
は
約
八

0

造
船
所
六
四
社
、
五
、

0
0
0総
ト
ン
以
上
の
外
航
船
舶
を
建
造
し
う
る
造
船
所
に
い
た
つ
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
三
分
の
一
の
一

・10余

(

1

)

 

造
船
所
で
、
会
社
と
し
て
は
第
一
表
に
か
か
げ
る
二

0
社
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ぎ
に
資
本
金
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
一
億
円
以
上
の
会
社
は
第
二
表
の
ご
と
く
一
八
社
に
の
ぽ
り
、
う
ち
―
一
社
は
一
社
で
一

0

億
円
以
上
の
資
本
金
を
も
つ
巨
大
会
社
で
あ
る
。
こ
の
一
八
社
で
造
船
総
資
本
金
額
の
九
八
彩
以
上
、
従
業
員
数
の
九

0
％
以
上
を
し

以
上
の
資
本
金
一
億
円
以
上
を
も
つ
大
会
社
は
新
潟
鉄
工
（
漁
船
専
門
）
を
除
く
ほ
か
、
す
べ
て
五
、

0
0
0総
ト
ン
以
上
の
大
型
外

航
船
の
建
造
能
力
を
も
つ
大
造
船
所
を
擁
す
る
資
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
造
船
大
資
本
と
称
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
以
上
の
一
七
社
に
七
、

0
0
0
ト
ン
以
上
の
大
型
船
の
建
造
能
力
を
も
ち
資
本
金
額
も
大
き
い
佐
野
安
ド
ッ
ク
（
八
、

0
0
0
万
円
）
、

飯
野
重
工
（
四
、
五

0
0万
円
）
の
二
社
を
加
え
る
と
造
船
大
資
本
と
目
さ
れ
る
会
社
は
一
九
社
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
生
産
の
集
中
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
第
三
表
の
ご
と
く
、
三
菱
造
船
・
三
菱
日
本
重
工
•
新
三
菱
重
工
・
三
井
造
船
・
川
．

め
る
。

造

越

船

諸

資

本

と

そ

の

特

徴

後

和 六

典
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崎
重
工
・
日
立
造
船
・
播
磨
造
船
・
日
本
鋼
管
・
浦
賀
船
渠
•
石
川
島
重
工
の
一

0
社
と
函
館
ド
ッ
ク
以
下
の
九
社
と
の
間
に
は
か
な

り
明
瞭
な
一
線
を
劃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
前
述
し
た
資
本
金
の
点
に
お
い
て
も
、
建
造
し
う
る
最
大
船
舶
の
ト
ン
数
に
お
い

て
も
前
記
一

0
社
と
そ
れ
以
外
の
九
社
と
の
間
に
は
相
当
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
た
だ
し
川
南
工
業
は
資
本
金
、
建
造
能
力
と
も
例
外
で

あ
る
が
同
社
は
倒
産
し
、
現
在
整
理
中
の
会
社
で
あ
り
新
造
船
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
佐
世
保
船
舶
工
業
も
不
渡
手
形
事
件

か
ら
二
九
年
工
場
整
理
に
は
い
り
、
現
在
新
造
船
工
事
と
し
て
は
小
型
雑
船
の
仕
か
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
こ
と
、
呉
造
船
所
も
二
九

年
播
磨
造
船
所
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
で
さ
し
た
る
業
績
が
な
い
こ
と
、
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
ら
の
造
船
所
は
い
ず
れ
も
建
造
能
力
と

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

鬼0

1

5

0

0

3

0

0

0

を

能

0

5

 

&

＆

L

&

1

1

1

4

0

0

書

可
G

論

数

造

大

ー

[̀2

>

第一表

会 社 名

第二表 資本金 1億円以上の会社

一七

会社名 資本金 会社名.I資本金

三菱造船 I28.0 函館ドック！I I 
5.4 

三菱日重 30.0 名古屋造船 1. 4 

新 菱 56.0 藤永田造船 6.5 

川崎重工 33.6 名村．造船 1.8 

H 立造船II "・' 
佐世保船舶， 5.2 

三井造船 22.4 新潟鉄工 3.0 

播磨造船 20.0 呉造船 3.0 

日本鋼管 100.0 川南工業 12.0 

浦賀船渠 20.0 
, ． I 

石 川島重工 13.0 i 
註 (1)単位億円

<2)会社年艦、その他による。
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第三表 生産集中度

・会社名 1 彩 I会社名 1 彩

三菱造船 14.9 函館ドック 1.0 

三菱日重 7.8 名古屋造船 1.8 

新三菱重工 8.4 藤永田造船 1.4 

三井 造船 8.3 名村造船 0.9 

日 立造船 10.0 佐野安ドック 0.5 

：川崎重工 9.2 飯野重工 0.1 

播磨 造船 8.3 

日 本鋼管 6.1 

浦賀船渠 4.9 

石川島重工 2.6 

註 (1)5次船以後28年度にいたる各社の国内

生産量にしめる比率。

(2)船舶年艦30年度阪による。

摘
記
し
た
い
と
考
え
る
。
因
み
に
こ
れ
に
該
当
す
る
主
な
会
社
は
以
下

所
を
擁
す
る
資
本
を
こ
こ
で
は
造
船
中
小
資
本
と
規
定
し
そ
の
特
徴
を

な
く
、
主
と
し
て
内
航
船
・
漁
船
・
雑
船
の
建
造
に
従
事
す
る
造
船

つ
ぎ
に
五
、

0
0
0総
ト
ン
以
下
の
小
型
船
し
か
建
造
す
る
能
力
が

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
称
し
て
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
の
性
格
と
そ
の
特
徴
を
た
ち
い
つ

た
め
に
、
前
者
を
造
船
独
占
資
本
、
後
者
九
社
を
単
な
る
造
船
大
資
本

以
上
の
諸
点
に
注
目
し
て
前
者
一

0
社
を
後
者
九
社
か
ら
区
別
す
る

し
て
そ
の
地
位
は
低
い
。

企
業
的
基
礎
が
脆
弱
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
前
者
一

0
社
に
比

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

い
う
点
で
は
前
記
一

0
社
に
遜
色
は
な
い
と
し
て
も
、
造
船
界
に
し
め
る
地
位
は
現
在
の
と
こ
ろ
低
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

の
み
な
ら
ず
後
述
す
る
よ
う
に
内
部
の
生
産
構
成
、
利
潤
率
の
点
に
お
い
て
も
前
者
一

さ
ら
に
資
本
金
、
建
造
能
力
、
生
産
実
績
、

核
的
ま
た
は
主
要
な
企
業
と
し
て
、

0
社
と
後
者
九
社
に
は
相
当
の
較
差
が
あ
る
。
加
う
る
に
前
者
一

0
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
生
産
部
門
に
お
け
る
中

(

2

)

 

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
中
枢
機
構
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
大
銀
行
と
資
本
的
・
人
的
に
密
接
に
結
合
し

て
い
る
に
対
し
、
後
者
九
社
は
巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
傘
下
の
一
翼
を
形
成
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
な
か
で
は

第
二
次
的
・
第
三
次
的
な
重
要
性
し
か
も
た
な
い
か
、
な
い
し
は
当
該
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
自
体
が
二
流
・
三
流
の
地
位
し
か
し
め
ず
、
と

く
に
銀
行
と
の
結
び
つ
き
が
薄
弱
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
会
社
が
新
興
会
社
と
し
て
銀
行
・
海
運
と
の
従
来
の
結
び
つ
き
に
乏
し
く

一八
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的
に
密
接
に
結
合
し
て
い
る
。

の
通
り
で
あ
る
。

造

船

独

占

資

本

一九

青
森
造
鉄
・
山
西
造
鉄
・
東
北
ド
ッ
ク
・
新
潟
鉄
工
・
東
京
造
船
・
渡
辺
製
鎮
・
芝
浦
造
鉄
・
下
田
船
渠
・
三
保
造
船
・
金
指
造
船

・
小
柳
造
船
•
土
佐
造
船
•
平
田
造
船
・
今
井
造
船
・
山
本
造
鉄
・
林
兼
造
船
・
九
州
造
船
・
大
丸
造
鉄
・
大
阪
造
船
・
浪
速
船
渠
·

樋
口
造
船
・
塩
山
船
渠
．
蓬
来
ド
ッ
ク
・
尼
崎
造
船
・
荒
田
造
船
・
金
川
造
船
・
神
戸
船
渠
・
大
正
造
船
•
四
国
船
渠
・
来
島
船
渠
．

三
津
浜
造
船
・
笠
戸
船
渠
・
深
堀
造
船
・
伊
万
里
浜
重
エ
・
中
村
造
鉄
・
福
島
造
鉄
・
杉
原
造
鉄
・
瀬
戸
田
造
船
・
幸
陽
船
渠
・
尾
道

造
船
・
田
熊
造
船
・
芸
備
造
船
•
吉
浦
造
船
·
宇
品
造
船
（
以
上
四
四
社
）

こ
れ
ら
の
中
小
造
船
所
の
建
造
・
修
理
能
力
は
資
料
不
足
の
た
め
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
造
約
一

0
万
ト
ン

修
理
約
一
五

0
1
二
0
0万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
。

上
記
一

0
社
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
中
核
的
な
い
し
主
要
な
企
業
と
し
て
、
当
該
コ
ン
ッ

エ
ル
ン
の
中
枢
機
構
を
な
す
巨
大
銀
行
か
ら
集
中
的
融
資
を
う
け
、
持
株
関
係
・
人
的
関
係
に
お
い
て
も
密
接
不
可
分
の
結
合
関
係
を

し
め
し
て
い
る
。

こ
こ
に
そ
れ
ら
の
資
本
の
性
格
に
つ
い
て
の
第
一
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
三
菱
造
船
•
新
三
菱
重
工
•
三
菱
日
本
重
工
は
い
ず
れ
も
三
菱
重
工
の
第
二
会
社
と
し
て
三
菱
財
閥
1
1

コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の

直
系
企
業
で
あ
る
し
、

ま
た
三
井
造
船
は
旧
三
井
物
産
船
舶
部
か
ら
独
立
し
た
三
井
財
閥
1
1
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
疸
系
重
要
企
業
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
解
体
前
の
財
閥
本
社
に
か
わ
り
、
戦
後
同
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
中
枢
機
構
と
な
っ
た
三
菱
・
三
井
銀
行
と
、
人
的
J

資
本

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）
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造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

つ
ぎ
に
川
崎
車
輛
・
川
崎
汽
船
・
川
崎
航
空
機
工
業
等
の
異
種
事
業
の
集
団
ー
い
わ
ゆ
る
川
重
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
中
核
を
形
成
す
る

川
崎
重
工
業
、
旧
鈴
木
商
店
の
経
営
に
属
し
、
後
神
戸
製
鋼
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
主
要
な
一
環
を
な
し
、
現
在
は
大
造
船
会
社
呉
造
船
所

を
支
配
下
に
お
く
造
船
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
の
播
磨
造
船
、
石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
・
デ
イ
ー
ゼ
ル
機
器
・
石
川
島
コ
ー
リ
ン
グ
等
を
傘

下
に
お
さ
め
る
造
船
・
造
機
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
の
石
川
島
重
工
、
名
古
屋
造
船
・
日
平
産
業
（
大
日
本
兵
器
）
・
浦
賀
玉
島
デ
イ
ー
ゼ
ル

等
の
会
社
を
設
立
し
、
佐
野
安
ド
ッ
ク
・
日
本
海
ド
ッ
ク
等
の
造
船
会
社
を
下
請
会
社
と
し
て
利
用
す
る
造
船
・
造
機
ト
ラ
ス
ト
と
し

て
の
浦
賀
船
渠
、
以
上
の
各
社
は
第
一
銀
行
系
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
の
中
核
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
鋼
管
は
周
知
の
ご
と
く
鉄
鋼
部
門
の
比
重
が
造
船
部
門
よ
り
も
高
く
通
常
鉄
鋼
会
社
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
浅
野
財
閥

の
中
核
企
業
で
あ
っ
た
が
、

金
融
面
で
は
沿
革
的
に
同
財
閥
と
表
裏
一
体
の
関
係
を
な
し
て
き
た
安
田
財
閥
直
営
の
安
田
（
富
士
—
銀

行
と
結
び
つ
き
、
現
在
で
も
富
士
銀
行
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
も
っ
と
も
強
い
。

日
立
造
船
は
日
産
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
所
属
で
あ
っ
た
し
、
現
在
で
も
日
立
製
作
所
と
人
的
に
結
合
し
て
い
る
が
、
金
融
面
で
は
三
和
銀

行
系
統
に
属
す
る

C

い
ま
上
記
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
内
部
に
お
け
る
融
資
•
株
式
保
有
・
人
的
結
合
等
の
諸
関
係
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
ま
ず
融
資
関
係
を
み
る
と
第
四
表
の
ご
と
く
三
菱
一
二
社
が
三
菱
銀
行
・
三
菱
信
託
等
に
総
借
入
金
の
三

0
9
6
以
上
を
依
存
し
て
い

る
ほ
か
、
川
崎
重
工
を
は
じ
め
と
す
る
三
社
も
第
一
銀
行
か
ら
二

0
形
前
後
か
ら
四

0
形
前
後
に
お
よ
ぶ
高
率
の
融
資
を
う
け
、
融
資

関
係
を
通
じ
て
の
紐
帯
が
強
固
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
、
開
銀
・
長
信
・
輸
出
入
銀
・
興
銀
等
の
国
家
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
系
統
的
融
資
が
補
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
な
お
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
三

菱
銀
行
は
三
菱
日
本
重
工
に
対
し
短
期
融
資
の
六
ニ
・
一
形
、
長
期
融
資
の
一
八
・
一
彩
、
新
三
菱
に
対
し
短
期
の
三
四
彩
、
長
期
の

四
0
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第四表 独占資本への融資状況

造船諸資本とその特徴（越後）

羹1会
社 1総 借 l機内、国家I内、系統I 備 考

入金関(A)銀行(B)

ニ菱造船 7,001 45 29 a開銀、輸銀、長信、興銀、勧銀
b =: 菱銀、同信託、東京海上等

三菱日重 5,927 17 35 b a 同 上

菱 新三菱重工 6,571 25 37 ba 同 上

昇l三井造船 l182 I 88 I 8 Iぴ靡銀興銀、勧銀｝短期のみ

第
川崎重工 3,827 52 19 a開銀、輸銀、興銀、勧銀

b第一銀、朝日生命、日本火災

石川島重工 4,463 63 18 a開銀、輸銀、長信等
b第一銀、同信託

銀 浦賀船渠 1,728 36 43 a 同上
b 第一銀

行
播磨造船 2,527 53 19 ba 同 上

踪日本鋼管 I21. 394 I 47 I 21 I 

註 (1)30年 3月現在

(2)野田稔「資本調達からみた金融資本再編成過程」

3号 P.137より引用 3

(3)単位100万円。 A、Biよそれぞれ％をしめす。

「明大商学論集」 39巻

三
菱
日
本
重
エ
ー

四

東
京
海
上（

以
上
二
四
・
九
光
）

朝
日
信
託

明
治
生
命

三
井
造
船
ー
大
正
海
上
火
災

三
菱
銀
行

三

菱

造

船

ー

三
菱
重
工

｛
 

三
菱
銀
行

三
菱
重
工

七

0
形
（
造
船
部
門
の
み
）
を
、

-
•
四
光

五

・
0
%

七
•
三
形

ニ
・
七
％

八
•
四
％

ニ
・
三
％

二
三
・
一
％
を
、
富
士
銀
行
は
日
本
鋼
管
に
対
し
短
期
の

三
和
銀
行
は
日
立
造
船

に
対
し
短
期
の
四
ニ
・
九
形
を
そ
れ
ぞ
れ
融
資
し
て
い
る

(

3

)

 

と
い
わ
れ
る
。

，
っ
ぎ
に
、
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
内
部
の
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

上
記
の
造
船
独
占
資
本
一
〇
社
の
株
式
を
、
ど
の
程
度
保

有
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
以
下
の

(

4

)

 

通
り
で
あ
る
。

一
・
七
九
％

二
―
•
五
形
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菱
造
船
ー
常
務
（
三
菱
銀
行
）

井
造
船
ー
常
務
（
三
井
銀
行
出
身
）

日

本

鋼
造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

新

三

菱

重

工

ー

三
菱
重
工

三
菱
銀
行

東
京
海
上

r 
鼻し

安富安
田 士 田
火銀生
災行命

三
菱
信
託

浦

賀

船

渠

ー

東
京
海
上

｛
 

0
・
七
五
形

ニ
・
五
％

な
お
三
菱
銀
行
・
三
菱
信
託
の
株
式
は
新
三
菱
重
工
は
じ
め
同
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
系
統
会
社
に
よ
っ
て
前
者
一
四
％
、
後
者
一
六
％
が

(

5

)

 

保
有
さ
れ
、
第
一
銀
行
の
株
式
も
川
崎
重
工
を
は
じ
め
と
す
る
系
列
企
業
一

0
社
で
―
ニ
・
七
％
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
人
的
結
合
の
指
標
と
し
て
、
銀
行
派
遣
の
役
員
の
状
態
を
し
め
す
と
、
次
の
ご
と
く
独
占
的
造
船
企
業
一

0
社
に
あ
っ
て
は
、

銀
行
派
遣
重
役
の
い
な
い
会
社
は
一
社
も
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

明
治
生
命

朝
日
信
託

五
.
o
~
~
 

0
．
六
九
形

（
以
上
一
九
•
四
光
）

一
・
ニ

0
%

一
・
九
％

三
・
一
％

ニ
・
七
彩

五
・
六
彩

六
・
一
％

東
京
芝
浦

石

川

島

重

エ

ー

｛

エ
ト
ナ
ジ
ャ
パ
ン
三
・
五
七
％

三
・
八
五
形

日

立

造

門
, - . 
日 日 日中
本産産央
鉱汽火商
業船災事

川

崎

重

エ

ー

第

一

銀

行

播

磨

造

舟la
.'→  
播神中
磨戸川
合製喜
板鋼次

郎

0
．
六
％

0
•
六
％

一
・
一
彩

ニ
・
四
彩

五
.01\~ 

-
．
六
形

八

0
%

六
・
九
％

四
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で
あ
る
か
を
示
す
証
拠
で
あ
ろ
う
。

’ 
川
崎
重
エ
ー
常
務
（
第
一
銀
行
）

播
磨
造
船
ー
常
務
（
第
一
銀
行
）

石
川
島
重
エ
ー
取
締
役
（
第
一
銀
行
）

‘’ 
三
菱
日
本
重
エ
ー
常
務
（
三
菱
銀
行
）

新
三
菱
重
エ
ー
常
務
（
三
菱
銀
行
）

日
本
鋼
管
ー
監
査
役
（
富
士
銀
行
）

浦
賀
船
渠
ー
常

日
立
造
船
ー
常

務
（
第
一
銀
行
）

ー
監
査
役
（
第
一
銀
行
）

務
（
三
和
銀
行
）

ー
監
査
役
（
三
和
銀
行
）

以
上
の
巨
大
銀
行
と
の
人
的
・
資
本
的
結
合
は
例
え
ば
、
三
菱
日
本
重
工
が
業
績
不
振
に
お
ち
い
る
や
、
社
長
の
李
家
孝
が
非
常
勤

平
取
締
役
に
下
げ
ら
れ
、
元
三
菱
重
工
社
長
の
玉
井
喬
助
が
会
長
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
が
、
そ
の
背
後
に
三
菱
銀
行
と
こ
れ
を
背
景
と

す
る
加
藤
武
男
の
指
導
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
ま
た
産
業
企
業
に
対
す
る
直
接
支
配
に
は
比
較
的
消
極
的
で
あ
る
と
さ
れ
て

・
い
る
第
一
銀
行
が
、
石
川
島
重
工
の
前
社
長
を
石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
の
土
光
敏
夫
と
更
迭
せ
し
め
た
ご
と
く
、
さ
ら
に
川
崎
重
工
手

(

6

)

 

塚
敏
雄
社
長
に
川
崎
航
空
機
の
社
長
を
兼
任
さ
せ
た
の
も
同
行
の
意
志
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
造
船
会
社
人
事
に
対
す
る

支
配
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
巨
大
銀
行
と
、
こ
れ
ら
巨
大
造
船
独
占
資
本
と
の
関
係
が
い
か
に
密
接

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

四



718 

的
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

J

カ
以
上
）
の
生
産
を
独
占
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

さ
て
造
船
独
占
資
本
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
ぅ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
本
が
巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
主
要
企
業
で
あ
る
こ

と
と
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
本
は
や
は
り
同
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
系
列
下
に
あ
る
海
運
資
本
と
密
接
に
結
合
し
、
計
画

造
船
に
お
け
る
当
該
海
運
資
本
発
註
の
船
舶
を
独
占
的
に
受
註
す
る
と
と
も
に
、
外
国
船
の
圧
倒
的
多
数
を
も
受
註
し
て
き
た
と
い
う

生
産
の
集
中
1
1

独
占
に
関
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
計
画
造
船
・
輸
出
船
受
註
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
の
機
会
に
ふ
れ
た
か
ら
こ
こ
で
は

省
略
す
る
（
『
戦
後
日
本
造
船
業
の
変
遷
と
そ
の
特
質
』
参
照
）
。

第
三
に
注
目
さ
れ
る
特
徴
は
こ
れ
ら
独
占
資
本
が
い
ず
れ
も
造
機
部
門
を
兼
営
し
、

戦
後
の
大
中
型
船
舶
の
主
機
は
初
期
に
は
蒸
汽
レ
シ
プ
ロ
が
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
主
力
は
減
速
歯
車
附
蒸
汽
タ
ー
ビ
ン

と
デ
ィ
ゼ
ル
機
関
で
あ
っ
た
。
し
か
し
複
二
段
膨
脹
式
蒸
汽
レ
シ
プ
ロ
、

所
も
あ
る
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
よ
り
効
率
の
高
い
蒸
汽
タ
ー
ビ
ン
お
よ
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
が
一
般
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
主
機
は
日
立
製
作
所
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
全
部
が
造
船
独
占
資
本
お
よ
び
そ
の
子
会
社
に
よ
っ
て
独
占

複
二
段
膨
脹
式
蒸
汽
レ
シ
プ
ロ
l

三
菱
造
船
·
三
菱
日
重
•
新
三
菱
重
工
（
レ
ン
ツ
型
式
）

タ
ー
ビ
ン
レ
シ
プ
ロ
連
動
式
1
1
新
三
菱
重
工
（
パ
ウ
エ
ル
パ
ハ
型
式
）

ボ
イ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
大
型
主
機

(
-
.
O
C
C
馬

ま
た
は
ク
ー
ビ
ン
レ
シ
プ
ロ
連
動
式
の
も
の
に
は
多
く
の
長

・
浦
賀
船
渠
（
浦
賀
式
）

蒸
汽
タ
ー
ビ
ン
1
1

三
菱
造
船
・
三
菱
日
重
•
新
三
菱
·
石
川
島
重
工
・
浦
賀
船
渠
・
川
崎
重
工

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
1
1

三
菱
造
船
・
三
菱
日
重
•
新
三
菱
・
播
磨
造
船
・
川
崎
重
工
・
日
立
造
船
・
浦
賀
玉
島
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

独
占
資
本
は
こ
れ
ら
大
型
船
舶
用
機
関
の
み
な
ら
ず
発
電
所
用
ボ
イ
ラ
・
タ
ー
ビ
ン
等
の
陸
上
機
関
の
製
作
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ

四
四
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四
五

1
0
 

の
場
合
こ
れ
ら
大
型
陸
舶
用
機
関
の
製
作
に
お
い
て
国
内
に
お
け
る
独
占
地
位
を
保
有
す
る
た
め
に
、
彼
ら
は
外
国
の
先
進
会
社
と
技

術
提
携
を
行
い
、
多
額
の
技
術
·
設
備
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ス
イ
ス
の
ズ
ル
ツ
ァ
ー
社
と
浦
賀
船
渠
・
三
菱
造
船
•
新
三
菱

重
工
・
播
磨
造
船
と
の
間
に
お
け
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
製
造
、

ス
イ
ス
の
エ
ッ
シ
ャ
ー
・
ウ
イ
ス
社
と
三
菱
造
船
・
三
井
造
船
と
の

間
に
お
け
る
陸
舶
用
タ
ー
ビ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

B
.
w
社
と
三
井
造
船
と
の
間
に
お
け
る
商
船
用
諸
機
械
の
製
作
、
ド
イ
ツ
の

M
A

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト

N
社
と
三
菱
日
本
重
工
・
川
崎
重
工
の
間
に
お
け
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
製
造
、

リ
ッ
ク
社
と
新
三
菱
重
工
と
の
間
に
お
け
る
陸
舶
用
タ
ー
ビ
ン
製
造
等
に
お
け
る
技
術
提
携
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

も
っ
と
も
前
者
に
つ
い
て
は
独
占
資
本
の
な
か
に
も
タ
ー
ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
お
い
て
外
国
会
社
と
の
技
術
提
携
を
欠
く
日
立
造

(

7

)

 

船
、
外
国
と
の
技
術
提
携
に
よ
ら
な
い
で
そ
の
独
創
に
お
い
て

U
E
C
機
関
と
い
う
劃
期
的
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
製
作
に
成
功
し
た
三

菱
造
船
の
両
極
端
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
日
立
造
船
の
場
合
は
バ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
ウ
エ
イ
ン
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
三
井

造
船
か
ら
の
サ
プ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
っ
て
製
出
し
て
い
る
こ
と
（
戦
後
弱
体
の
造
機
部
門
に
多
額
の
投
資
を
遂
行
、
す
で
に
五
0
基、

万
馬
力
以
上
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
完
成
し
て
い
る
）
三
夢
函
坦
船
に
お
い
て
は
従
来
の
外
国
技
術
の
導
入
と
、

め
て
そ
の
劃
期
的
機
関
の
製
作
に
成
功
で
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、

こ
れ
ら
の
独
占
資
本
の
大
型
主
機
関
の
製
作
に
は
多
か
れ
少

な
か
れ
外
国
か
ら
の
技
術
導
入
が
そ
の
技
術
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

さ
て
独
占
資
本
は
以
上
の
ご
と
く
大
型
主
機
関
の
生
産
を
兼
営
し
、
こ
れ
を
独
占
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
各
種
陸
上
諸

機
械
・
鉄
構
製
品
等
の
生
産
に
進
出
し
、

い
わ
ゆ
る
綜
合
的
多
角
経
営
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
比
重
も
各
社
に
よ
っ
て
相
当
こ
と
な
る
と

は
い
え
、
概
し
て
高
い
。
と
り
わ
け
日
本
鋼
管
は
製
鉄
部
門
が
中
心
を
な
し
、
新
三
菱
・
石
川
島
で
は
陸
上
運
搬
機
械
・
産
業
機
械
等

の
比
重
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
第
六
表
の
各
社
営
業
状
況
に
お
い
て
も
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

豊
富
な
経
験
の
上
に
た
っ
て
は
じ
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第六表 独占資本営業状況

会社名 1新造船 1修繕船 lその他

新三 菱 重 工 4,229 485 8,545 

石川島重工 1,173 815 1,621 

日本鋼管 2, 7,42 645 19,979 

三菱日本重工 2,488 562 3,363 

三菱造船 7,689 1,033 2,740 

三井造船 2,789 280 486 

川崎重 工 3,105 661 1,095 

播磨造船 12,720 843 363 

浦賀船渠 1,100 423 613 

日立造船 5,300 1,314 I 1,486 

註 (1)27年10月~28年 3月までの実績。

(2)単位100万円。

(3)会社年艦による c

注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
別
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
独
占
資

第七表 独占資本の内容の推移 (10社累計彩）

本
蓄
積
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
七
表
の

註
確
保
、
進
歩
し
た
技
術
の
採
用
等
に
お
い
て
常
に
有
利
な
地

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

第
四
に
注
目
す
べ
き
特
徴
は
右
の
ご
と
く
資
本
の
調
達
、
受

歩
を
し
め
、

さ
ら
に
多
角
的
経
営
の
基
礎
に
た
つ
て
巨
大
な
資

示
す
よ
う
に
二
七
年
頃
を
転
機
と
し
て
各
比
率
と
も
一
せ
い
に

向
上
し
、
な
か
ん
ず
く
社
内
留
保
を
大
巾
に
行
っ
て
い
る
点
が

本は巨額の設備投資を行ってきたのであるが、それに

J 2s. 上I2s. 下!26. 上J26. 下27. 上j21.下j2s.上¥28.下29. 上J29.下30. 上

流動比率 105. 81 104. 6I 1101. 5 101. 9 103.1 113.8 119. 7121. 7 127.2 125.7 122.3 

！ 
自己資本比 11.21 11.5 9.6 10.5 12.0 20.1 25.0 32.0 37.5 34.9 32.0 
率

I 

固定比率 95.3i 108.8 131.7 118.1 112.8 79.2 74.6 82.6 79.9 78.4 81.0 

社内留保対 ,.-|. 1一＿。5＿._7 , 14.7 27.9 50.4 49.0 53.7 62.1 61.5 62.3 65.0 
資本比率

同上対使用 0. 0.8 1.4 2.6 4.8 6.5 7.6 9.1 8.3 8.1 
総資本比率

四
六

註 (1)10社中日本鋼管は除外し、函館船渠が加えられている点に注意。

(2)社内留保とは利益準備金、別途積立金、退厳手当積立金、配当準備金、後期

繰越利益金処分による社内留保残商に退職給与引当金、貸倒引当金、価格変

動準備金等の引当金、準備積立金の残高を加えたもの。輸出引当借入金は流

動負債に含む。

(3; 東洋経済新報第272号、 P.90より引用。
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も
か
か
わ
ら
ず
固
定
比
率
は
二
七
年
上
期
の
―

-
0彩
程
度
か
ら
七

0
ー
八
〇
彩
程
度
に
ま
で
下
つ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
九
年
は
造
船
業
は
危
機
に
直
面
し
た
と
い
わ
れ
、
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
売
上
高
は
二
八
年
上
期
に
比
し
二
九
年
下
期
で
は

二
三
彩
減
、
利
潤
は
八

0
9
6減
で
売
上
高
に
対
す
る
利
潤
は
著
減
し
た
が
、
他
面
減
価
債
却
費
は
二
八
年
上
期
の
一
―
億
円
か
ら
二
九

年
下
期
の
ニ
―
億
円
へ
と
倍
増
し
、
設
備
資
金
総
額
中
、
社
内
留
保
・
償
却
に
よ
る
分
は
二
八
年
―
二
億
七
千
万
円
（
三
ニ
・
七
彩
）
か

ら
二
九
年
一
八
億
千
万
円
（
五
ニ
・
ニ
彩
）
と
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
と
い
わ
れ
る
時
期
に
お
い
て
さ
え
、
利
潤
を
あ
げ
、

か
か
る
巨
大
な
蓄
積
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
こ

れ
ら
独
占
資
本
を
以
下
の
諸
他
の
資
本
か
ら
区
別
す
る
重
要
な
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

註

(
1
)
『
船
舶
年
鑑
』
（
昭
和
―
―

1
0年
度
阪
）
二

0
頁
に
よ
る
。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

四
七

つ
ま
り
独
占
資
本
は
危
機
に
直
面

(
2
)
古
賀
英
正
『
支
配
集
中
論
』
一
七
七
頁
に
言
及
さ
れ
て
い
．
る
ご
と
く
、
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
中
枢
支
配
機
関
と
な
る
も
の
は
か
な
ら
ず
し
も
銀

行
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
持
株
会
社
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
沿
革
的
基
盤
で
あ
る
産
業
企
業
が
そ
の
ま
ま
中

央
機
関
と
な
る
場
合
、
ま
た
は
特
に
形
式
的
な
機
関
を
も
う
け
ず
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
プ
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
よ
っ
て
全
コ

ン
ツ
エ
ル
ン
を
運
営
す
る
場
合
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
戦
後
の
日
本
の
場
合
の
よ
う
に
財
閥
家
族
お
よ
び
持
株
会
社
の
保
有
に
か
か
る
株
式
の

譲
渡
と
そ
の
公
開
分
散
化
、
巨
大
財
閥
本
社
で
あ
る
純
粋
持
株
会
社
の
解
散
等
に
よ
り
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
中
枢
神
経
が
破
壊
さ
れ
た
後
、
し

か
も
資
本
蓄
積
の
極
度
の
低
位
性
、
貨
幣
資
本
の
不
足
と
い
う
条
件
の
も
と
で
な
さ
れ
た
企
業
結
合
に
お
い
て
は
、
銀
行
を
支
配
の
中
枢
機

構
と
す
る
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
形
態
は
不
可
避
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
③
)
樋
口
弘
『
財
閥
の
復
活
』
―
ニ
ニ
頁
以
下
。

(

4

)

（
5
)
（
6
)
前
掲
書
参
照
。
な
お
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
支
配
・
統
制
手
段
の
形
態
は
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
中
枢
機
関
を
な
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
融
資
」
が
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
株
式
保
有
は
第
二
次
的
意
味
し
か
も
つ
て
い

な
い
。
し
か
し
多
く
の
湯
合
少
蓋
で
も
株
式
を
所
有
し
、
た
と
え
銀
行
自
体
が
も
た
な
く
て
も
、
同
じ
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
属
す

る
保
険
会
社
・
信
託
会
社
・
証
券
会
社
を
通
じ
て
も
つ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
o

＼ 
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(
7
)
技
衛
白
書
参
照
。

こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
に
は
金
融
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
比
較
的
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
、
地
方
的
富
豪
1
1

財
閥
の

イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
最
も
大
き
い
も
の
と
の
二
つ
の
形
態
が
み
ら
れ
る
。
前
者
の
典
型
は
藤
永
田
造
船
と
三
井
銀
行
、
函
館
ド
ッ
ク
と
富

士
銀
行
と
の
結
び
つ
き
の
な
か
に
、
後
者
の
典
型
は
名
村
造
船
と
名
村
源
之
助
の
一
族
、
飯
野
重
工
業
と
俣
野
健
輔
の
一
族
の
結
び
つ

因
み
に
名
古
屋
造
船
は
浦
賀
造
船
と
大
同
製
鋼
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
が
、
興
銀
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
前

者
の
形
態
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
佐
野
安
ド
ッ
ク
は
住
友
銀
行
と
の
結
び
つ
き
も
あ
る
が
、
佐
野
川
谷
安
次
郎
一
族
の
イ
ン
タ

レ
ス
ト
が
最
も
強
く
、
こ
の
意
味
で
は
後
者
の
形
態
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
前
者
の
形
態
に
属
す
る
資
本
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
直
系
な
い
し
、
傘
下
の
中
核
的
企
業
と
し
て
の
性
格
を

も
た
ず
、
む
し
ろ
第
二
次
的
・
傍
系
的
地
位
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
点
に
お
い
て
独
占
資
本
場
合
と
は
こ
と
な
る
。
例
え
ば
藤
永
田
造

船
は
そ
の
運
転
資
金
の
八
七
・
ニ
彩
を
三
井
銀
行
に
仰
ぎ
（
三
0
年
三
月
末
）
、
三
井
銀
行
か
ら
同
社
へ
取
締
役
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、

融
資
お
よ
び
人
的
結
合
を
通
じ
て
み
る
と
き
三
井
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
傘
下
の
一
翼
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
と
な
る
が
、
直
系
の
中

核
企
業
で
あ
る
三
井
造
船
が
第
五
次
ー
一

0
次
船
に
お
い
て
一
八
隻
を
受
註
し
、
う
ち
同
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
に
属
す
る
海
運
会
社
の
船
舶

を
一
四
隻
ま
で
集
中
的
に
受
註
し
て
い
る
の
と
は
対
蹄
的
に
、
藤
永
田
造
船
で
は
総
数
わ
ず
か
六
隻
の
う
ち
、
三
井
系
船
主
の
船
舶
と

き
の
な
か
に
そ
の
具
体
的
表
現
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

造

船

大

資

本

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

四
八
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船
設
備
能
力
が
お
と
り
（
呉
・
飯
野
等
の
転
換
造
船
所
は
別
と
し
て
）
、

四
九

有
力
外
航
船
主
と
の
結
び
つ
き
も
弱
い
か

し
て
は
乾
汽
船
の
二
隻
を
受
註
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
社
の
三
井
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
内
部
に
お
け
る
第
二
次
的
な
地
位

を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
後
者
の
形
態
に
属
す
る
資
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
費
本
を
支
配
す
る
地
方
的
財
閥
の
な
か
に
は
同
時
に
海
運
そ
の
他

の
産
業
部
門
の
会
社
を
経
営
し
、
小
型
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
的
形
態
を
形
成
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
俣
野
1
1

飯
野
に
よ
る
飯
野
海
運
・
飯

野
陸
運
・
飯
野
炭
鉱
・
内
外
海
運
・
中
国
塗
料
の
経
営
。
名
村
源
之
助
に
よ
る
名
村
船
舶
の
兼
営
等
々
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
当
該
産
業
分
野
で
独
占
的
地
位
を
も
つ
て
い
な
い
。
ま
た
飯
野
は
興
銀
、
名
村
は
三
和
銀
行
を
そ
れ

ぞ
れ
筆
頭
取
引
銀
行
と
し
て
い
る
が
、
人
的
関
係
や
株
式
保
有
関
係
を
通
じ
て
の
深
い
結
び
つ
き
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
飯
野
一

族
に
よ
る
飯
野
重
工
、
名
村
一
族
に
よ
る
名
村
造
船
、
佐
野
川
谷
一
族
に
よ
る
佐
野
安
ド
ッ
ク
の
支
配
は
株
式
お
よ
び
重
役
の
一
族
に

よ
る
独
占
と
い
う
形
態
を
と
り
、
そ
の
力
は
強
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
飯
野
重
工
は
俣
野
1
1

飯
野
一
族
七
名
で
全
株
式
を
保
有
し
、
佐

野
安
ド
ッ
ク
も
佐
野
川
谷
が
過
半
を
し
め
、
名
村
造
船
も
名
村
源
之
助
以
下
一
族
で
一
三
彩
を
し
め
し
て
い
る
。

さ
て
こ
れ
ら
両
形
態
を
包
括
す
る
こ
の
範
疇
の
資
本
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
の
第
一
は
独
占
資
本
に
比
し
て
船
台
能
力
そ
の
他
の
造

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

銀
行
と
の
結
び
つ
き
、

ら
、
独
占
資
本
と
の
受
註
競
争
で
は
常
は
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
金
融
資
本
の
イ
ン
タ
レ

ス
ト
と
探
と
ん
ど
結
び
つ
か
な
い
後
者
の
形
態
の
資
本
に
お
い
て
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
因
み
に
、

五
次
船
以
降
の
計
画
造
船
に
お
け
る

前
記
独
占
資
本
一

0
社
と
大
造
船
資
本
八
社
の
受
註
比
率
を
み
る
と
、
第
八
表
の
ご
と
く
後
者
の
比
率
は
僅
少
で
あ
る
上
に
、
後
者
の

総
受
註
合
計
二
四
隻
中
、
藤
永
田
六
隻
、
名
古
屋
造
船
六
隻
函
館
ド
ッ
ク
四
隻
と
比
較
的
金
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
結
び
つ
き
が
強

い
と
目
さ
れ
る
三
社
で
一
六
隻
を
し
め
残
り
八
隻
を
名
村
・
飯
野
を
含
む
五
社
で
受
註
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
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第九表

藤永田造船

佐野安ドック

名村 造船

大造船資本営業状況

i新造船！修繕船！その他

93, 7881210, 969¥ 125,848 戸
註 (1)単位1,000円。

(2)藤永田ー27年6月~11月。

名村ー27年10月ー28年3月・0

佐野安ー27年4月~6月。

(3)佐野安の修繕船には改造船を含む。

(4)『会社年鑑』による。

の
製
造
能
力
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第八表 計画造船の集中

比較

1独占資本1大資本

5次船 86彩 14% 

6次船 92 8 

7次船 90 10 

8次船 82 12 

9次船 86 14 

10次船 100 

゜註 (1)%は隻数による。

(2)独占資本は前記10社。

大資本はその他 8社。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

こ
の
よ
う
に
こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
は
独
占
資
本
に
よ
っ
て
註
文
を
奪
わ
れ

て
き
た
た
め
、
新
造
船
よ
り
も
修
継
船
・
改
造
船
工
事
等
の
受
許
に
重
点
を
お
か

ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
た
め
そ
の
営
業
状
況
も
第
九
表
の
ご
と
く
修
繕
船
、

お
よ
び

陸
上
諸
機
械
が
中
心
を
な
す
「
そ
の
他
」
の
比
重
が
新
造
船
の
比
重
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
独
占
資
本
の
場
合
の
第
六
表
と
比
較
す
れ
ば
、
と
く
に
こ

の
範
疇
の
資
本
の
修
繕
船
の
比
重
が
高
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
独

占
資
本
の
場
合
に
は
「
そ
の
他
」
の
な
か
に
大
型
主
機
関
の
製
造
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
範
疇
の
資
本
は
い
ず
れ
も
大
型
主
機
関

第
二
に
こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
は
計
画
造
船
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
か
ら
、
充
分
な
設
備
投
資
を
行
う
余
裕
が
な
く
、
設
備
の
近
代
化
が
不
徹
底

で
あ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
設
備
合
理
化
よ
り
も
む
し
ろ
ア
イ
ド
ル
を
ど

う
し
て
ふ
せ
ぐ
か
と
い
う
問
題
に
終
始
悩
ま
さ
れ
て
こ
の
方
が
よ
り
重
要
な
問
題

と
な
っ
て
き
た
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
五
年
度
か
ら
三

0
年
度
に
い
た
る

設
備
投
資
総
額
は
独
占
資
本
の
場
合
一
社
で
三

0
億
円
な
い
し
四

0
億
円
、
最
も

少
い
播
磨
造
船
で
さ
え
―
―
億
円
に
の
匠
る
の
に
対
し
、
例
え
ば
函
館
ド
ッ
ク
の

場
合
は
五
億
円
程
度
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の
重
点
は
独
占
資
本
の
場
合
の
よ
う

に
熔
接
設
備
に
お
か
れ
て
い
な
い
（
全
体
の
四
彩
程
度
）
。
ま
た
ボ
イ
ラ
・
タ
ー
ビ
ン

五
〇
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制
度
化
し
て
い
る
。

て
い
る
。

製
造
設
備
に
は
全
く
投
資
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
運
搬
設
備
の
増
強
に
主
力
が
向
け
ら
れ
て
き
た
程
度
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
「
戦
後
日
本
造
船
業
の
変
遷
と
そ
の
特
質
」
参
照
）
。
こ
の
た
め
、
電
気
熔
接
の
採
用
も
独
占
資
本
に
比
し
著
し
く
た
ち
お
く
れ

名
村
造
船
に
お
い
て
も
、
熔
接
採
用
率
は
五

0
1六
0
％
程
度
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
熔
接
の
採
用
は
プ
ロ

ッ
ク
建
造
方
式
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
を
充
分
に
発
揮
で
き
、
プ
ロ
ッ
ク
建
造
方
式
は
逆
に
熔
接
の
採
用
を
ま
つ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
が
、

五

（
設
備
投
資
一
般

一
般
に
こ
の
型
の
資
本
を
通
じ
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば

こ
の
た
め
に
は
重
量
運
搬
に
た
え
る
組
立
場
・
船
台
の
起
重
機
設
備
の
充
実
が
先
決
問
題
と
な
る
。
し
か
る
に
第
一

0
表
に
み

ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
の
設
備
は
独
占
資
本
に
比
し
て
著
し
く
劣
つ
て
お
り
、
設
備
近
代
化
が
い
か
に
お
く
れ
て
い
る
か
を
如
実
に
示
し

第
三
に
設
備
投
資
が
充
分
で
な
く
、
労
仇
生
産
性
が
独
占
資
本
に
劣
る
こ
の
範
疇
の
資
本
は
独
占
資
本
と
の
競
争
に
お
い
て
、
低
賃

銀
と
労
佑
強
化
を
武
器
と
し
て
き
た
点
に
注
目
す
べ
き
特
徴
の
一
つ
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
同
じ
く
大
阪
市
内
に
所
在
す
る
日
立
造
船

•
藤
永
田
造
船
・
名
村
造
船
の
平
均
賃
銀
を
比
較
す
る
と
、
第
一
―
表
の
ご
と
く
後
者
二
社
は
日
立
造
船
に
対
し
、
男
子
工
員
の
場
合

四、

0
0
0円
な
い
し
六
、

0
0
0円
も
低
い
。
し
か
も
平
均
賃
銀
が
地
方
的
財
閥
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
強
い
名
村
造
船
に
お
い
て
特

に
著
し
く
低
い
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
型
の
資
本
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
因
み
に
同
社
で
は
労
佑
組
合
活

動
は
低
調
で
あ
り
、
労
仇
協
約
さ
え
未
締
結
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
労
仇
時
間
も
同
社
で
は
実
佑
八
時
間
制
を
採
用
し
、
労
佑
強
化
を

こ
の
よ
う
な
低
賃
銀
と
労
佑
強
化
を
槙
杵
と
し
て
、
例
え
ば
名
村
造
船
が
二
九
年
七
月
の
保
安
庁
発
註
の
設
標
船
入
札
に
お
い
て
独

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
函
館
ド
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
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的
な
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

川
南
工
業
、

佐
世
保
船
舶
工
業
等
が
倒
産
し
た
ご
と

者
の
七
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

率
と
も
劣
る
が
、

第己表 船台・組立場起重機設備比較

船 ムロ 組 立 場

台数 lfン数 台数 1トン数

石川島重工 5 53 I 12 65 

新三菱重工 4 88 8 97 

三 井 造 船 7 90 4 36 

三菱造船（長崎） 27 410 8 72 

名古屋造船 7 79 

゜゜藤永田造船 5 49 

゜゜函館ドック 1 6 

゜゜名 村 造 船 2 12 

゜゜佐野安ドック 2 16 

゜゜

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

註 (1)台数 5トン以上のみ。

(2)造船要覧による。

に
比
し
て
き
わ
め
て
低
い
こ
と
も
当
然
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
三
井

第
四
に
以
上
の
よ
う
な
低
賃
銀
と
労
仇
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画

さ
い
し
て
、
三
菱
造
船
・
三
菱
日
本
重
工
よ
り
も
九
、

0
0
0
万
円
も
安

争
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

造
船
の
わ
け
前
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
少
な
く
、

ア
イ
ド
ル
問
題
に
悩
み
ダ

ン
ビ
ン
グ
を
強
行
し
て
き
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
本
の
利
潤
が
独
占
資
本

造
船
と
函
館
ド
ッ
ク
と
比
較
す
る
と
、
第
―
二
表
の
ご
と
く
後
者
は
各
比

と
り
わ
け
社
内
保
留
に
お
け
る
圧
倒
的
な
較
差
が
め
だ
っ
て
い
る
。
平
均
払
込
資
本
利
益
率
に
お
い
て
も
後
者
は
前

最
後
に
独
占
資
本
に
比
し
て
こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
は
市
場
が
遥
に
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
景
気
変
動
の
ま
に
ま
に
浮
沈
し
安
定

ニ
八
・
九
年
の
不
況
期
に
独
占
資
本
と
の
競
争
に
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

く
、
独
占
資
本
の
受
註
独
占
の
犠
牲
に
な
る
の
は
こ
れ
ら
の
資
本
で
あ
る
。

こ
の
場
合
金
融
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
比
較
的
強
い
資
本
、
例
え
ば
藤
永
田
造
船
で
は
同
系
列
の
三
井
造
船
の
仕
事
を
下
請
す
る

い
船
価
を
だ
し
て
受
註
し
た
ご
と
く
、

こ
れ
ら
の
資
本
は
独
占
資
本
と
競

札
し
た
ご
と
く
、
ま
た
第
―
二
次
船
で
は
日
本
郵
船
の
貨
物
船
の
発
註
に

占
資
本
の
一
億
円
前
後
に
対
し
、

五
、
九
七

0
万
円
と
い
う
約
半
額
で
落

五
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で
追
い
つ
め
ら
れ
る
反
面
、

こ
れ
ら
の
資
本
は
大
・
中
型
船
の
建
造
能
力
を
も
つ
て
い
る
か
ら
、
好
況
期
に
お
い
て
独
占
資
本
が
一
応

仕
事
量
を
確
保
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
資
本
に
も
註
文
が
廻
つ
て
く
る
。
例
え
ば
三

0
年
以
降
の
「
輸
出
船
プ
ー
ム
」
に
お
い
て
は
独
占

資
本
に
比
べ
る
と
少
い
が
、
や
は
り
相
当
の
受
註
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
た
ち
お
く
れ
て
い
た
設
備
合

理
化
や
船
台
の
拡
張
に
も
乗
り
だ
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
近
に
お
け
る
藤
永
田
造
船
の
四

0
ト
ン
・
ク
レ
ー
ン
の
新

設
｀
名
村
造
船
の
三

0
ト
ン
・
ク
レ
ー
ン
の
新
設
、
名
村
・
名
古
屋
両
造
船
、
佐
野
安
ド
ッ
ク
の
船
台
拡
張
な
ど
は
そ
の
適
例
で
あ
ろ

第十一表 平均賃銀比較

造船諸資本とその特徴（越後）

工男 員 1・ 女員 I I l 女男

日立造船 釦 15112,83824,277 12,104 

藤永田造船 16,439 8, 746 21,697 9,733 

名村造船 13,984 7,732 17,946 8,493 

註 会社年鑑による。

第十二表 財務諸表比較

流動 自己 1I 固定 社内保留 払込
資本 残高 ， 

比率 比率 比率資本金は資嬰利資益本率

三井造船 134.7 45.3 57.5 198.~20.7 70.9 

函館ドック 88.0 38.9 120.3 36. 3.2 10.4 

註 (1)昭和30年上期、各比率％。

(2)『東洋経済新報』 2721号 P.91より。

五

な
お
不
況
期
に
は
倒
産
な
い
し
倒
産
の
一
歩
手
前
ま

の
限
界
を
し
め
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
一
面
で
は
造
船
独
占
資
本
そ
の
も
の
の
カ

す
る
従
属
化
と
い
う
点
は
一
般
的
に
は
み
ら
れ
な
い
。

い
こ
と
に
努
力
す
る
た
め
、
大
資
本
の
独
占
資
本
に
対

て
市
場
を
確
保
し
、
自
己
の
生
産
力
を
遊
休
化
さ
せ
な

る
に
ま
か
せ
て
お
き
、
重
点
を
海
運
の
再
編
成
に
お
い

化
し
維
持
す
る
余
力
が
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
破
綻
す

っ
た
が
、

と
い
っ
た
形
態
で
｀
独
占
資
本
に
従
属
す
る
こ
と
も
あ

し
か
し
こ
の
よ
う
な
不
況
期
に
は
一
般
的
に

は
独
占
資
本
の
建
造
能
力
そ
の
も
の
が
過
剰
と
な
る
か

ら
、
独
占
は
こ
れ
ら
大
資
本
に
属
す
る
諸
資
本
を
系
列
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う。 従
属
的
に
再
建
せ
し
め
、

造

船

中

小

資

本

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
好
況
期
に
お
い
て
は
、
独
占
は
危
険
性
の
強
い
設
備
拡
大
は
な
る
べ
く
回
避
し
、
安
全
に
ブ
ー
ム
の
も
う
け
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
不
況
期
に
は
大
資
本
を
倒
産
す
る
に
ま
か
せ
て
お
く
が
好
況
期
に
は
不
況
期
に
倒
産
し
た
大
資
本
を

そ
の
能
力
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
浦
賀
船
渠
に
よ
る
日
本
海
重
工
の
船
台
利
用
は
そ
の

顕
著
な
例
で
あ
る
。
大
洋
漁
業
に
よ
る
佐
世
保
船
舶
の
再
建
も
形
態
は
こ
と
な
る
が
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
一
度
倒
産
し
た
大
資
本
は
新
た
に
独
占
資
本
に
従
属
し
た
形
で
再
建
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

要
す
る
に
こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
は
独
占
資
本
と
直
接
競
争
す
る
立
場
に
あ
り
、
（
こ
の
点
以
下
に
述
ぺ
る
中
小
資
本
と
異
な
る
こ
と
に

注
意
）
、
し
か
も
建
造
能
カ
・
設
備
・
銀
行
お
よ
び
有
力
船
主
と
の
結
び
つ
き
・
等
々
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
劣
弱
で
あ
る
た
め
、
大
型

高
速
度
定
期
船
至
上
主
義
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
計
画
造
船
を
、

を
武
器
と
し
て
修
繕
船
・
一
部
計
画
造
船
の
受
註
に
あ
り
つ
け
た
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政

策
と
結
び
つ
き
展
開
さ
れ
、

か
つ
独
占
資
本
の
再
建
の
槙
粁
と
な
っ
た
造
船
政
策
の
矛
盾
の
し
わ
よ
せ
を
う
け
た
資
本
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
他
面
上
述
の
ご
と
く
独
占
の
満
腹
受
註
の
好
影
響
を
直
接
的
に
う
け
、
輸
出
船
や
防
衛
庁
艦
艇
の
受
註
に
も

乗
り
だ
す
こ
と
の
で
き
る
資
本
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
独
占
資
本
に
奪
わ
れ
、

か
ろ
う
じ
て
低
賃
銀
と
労
仇
強
化

こ
の
よ
う
な
二
面
性
と
安
定
性
の
欠
如
こ
そ
こ
の
資
本
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ

こ
の
範
疇
に
属
す
る
資
本
は
大
・
中
型
外
航
路
の
建
造
を
専
門
と
す
る
大
造
船
資
本
お
よ
び
造
船
独
占
資
本
と
、

。

r

つ

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

五
四

そ
の
仕
事
分
野
を
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船
が
き
わ
め
て
少
い
。

異
に
し
て
い
る
点
が
ま
ず
指
摘
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
大
造
船
資
本
は
外
航
路
船
主
の
、
中
小
造
船
資
本
は
内
航
路
船
主
の

一
応
両
者
の
間
に
は
社
会
的
分
業
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ル
は
概
し
て
守
ら
れ
て
い
る
。
し
た

船
舶
を
建
造
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

が
つ
て
中
小
造
船
資
本
の
大
資
本
へ
の
従
属
と
い
う
形
態
は
少
く
と
も
造
船
に
関
す
る
限
り
一
般
的
に
は
み
ら
れ
な
い
の
が
そ
の
特
徴

第
二
に
外
航
船
に
つ
い
て
は
五
次
船
以
後
巨
額
の
政
府
関
係
資
金
に
よ
り
、
船
主
の
自
己
資
金
が
皆
無
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

次
々
に
新
造
船
を
発
註
し
た
が
、
中
小
造
船
所
の
主
な
る
顧
客
で
あ
る
中
小
船
主
は
何
等
の
保
護
政
策
も
う
け
る
こ
と
な
く
、
内
航
の

不
振
と
船
腹
の
慢
性
的
過
剰
の
も
と
で
戦
標
船
の
劣
悪
な
性
能
に
悩
み
な
が
ら
代
替
船
の
建
造
に
も
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
中
小
造
船
資
本
の
市
場
は
極
度
に
狭
隣
と
な
り
、
設
備
過
剰
が
常
態
化
し
て
き
た

こ
と
が
そ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
点
を
や
や
た
ち
い
つ
て
検
討
し
て
み
る
に
、
三

0
年
一
月
一
日
現
在
で
一

0
0総
ト
ン
以
上
の
内
航
鋼
船
は
六
四

0
隻
六
三
万

ト
ン
に
上
る
が
（
う
ち
貨
物
船
・
四
七
六
隻
約
五
五
万
ト
ン
、
う
ち
内
外
航
稼
動
船
八
二
隻
約
一
三
万
ト
ン
）
、
ト
ン
数
別
構
成
で
は
三
、

0
0
0
ト
ン
以
上
が
五
彩
、

五
五

そ
れ
以
下
二
、

0
0
0
ト
ン
ま
で
が
五
四
彩
、
そ
れ
以
下
一
、

0
0
0
ト
ン
ま
で
．
が
一
〇
彩
、

0
ト
ン
以
下
三
三
％
（
油
槽
船
一
、

0
0
0
ト
ン
以
下
七
七
彩
）
と
な
っ
て
い
る
。
貨
物
船
の
船
令
構
成
で
は
一

0
年
未
満
が
わ
ず
か

に
三
•
五
彩
、
そ
の
う
ち
戦
後
の
新
造
船
は
二
二
彩
に
す
ぎ
ず
、
七
五
彩
以
上
が
二
0
年
以
上
の
在
来
船
か
戦
標
船
で
あ
る
。

右
の
ご
と
く
性
能
劣
悪
な
戦
標
船
や
老
朽
船
が
過
半
を
し
め
、
ま
た
一
、

0
0
0
ト
ン
未
満
の
船
舶
が
多
い
半
面
、
内
外
航
併
用
適

一
方
内
航
汽
船
の
貨
物
船
の
貨
物
輸
送
量
は
ニ
―
年
の
四
四
六
万
ト
ン
か
ら
逐
年
増
大
し
、
二
六
年
の
朝
鮮
動
乱
の
影
響
に
よ
り
ビ

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

で
あ
る
。

一、

0
0
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く
対
菰
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

ー
ク
に
達
し
、
一
、
九
二
四
万
ト
ン
を
記
録
し
た
が
、
以
後
低
落
し
、
現
在
で
は
一
、
九

0
0
万
卜
X
程
度
で
あ
り
、
そ
の
運
賃
市
況

(

1

)

 

も
低
調
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
航
船
主
の
不
振
の
根
本
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、
戦
前
に
お
い
て
は
内
航
海
運
に
従
事
し
た
船
舶
は
夏
は

北
洋
材
を
清
水
·
名
古
屋
方
面
に
搬
入
し
、
冬
は
北
海
道
炭
や
満
州
大
豆
の
輸
送
に
就
航
す
る
な
ど
、
満
州
•
朝
鮮
・
中
国
等
の
近
海

市
場
に
就
航
し
、
広
い
市
場
に
お
い
て
活
動
す
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
の
に
、
戦
後
は
近
海
市
場
の
大
半
を
喪
失
し
、
中
国
貿
易
に
禁

止
的
制
限
を
加
え
ら
れ
た
た
め
国
内
市
場
に
と
じ
こ
め
ら
れ
、

い
き
お
い
瀬
戸
内
海
等
に
お
い
て
機
帆
船
と
も
競
争
せ
ざ
る
を
え
な
く

つ
ま
り
市
場
の
狭
溢
化
に
よ
っ
て
船
腹
過
剰
が
激
化
し
、
運
賃
市
況
が
低
迷
し
、
経
営
内
容
が
悪
化
し
、
か
く
て
新
造
船
・
代
替
船

建
造
の
余
力
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

造
船
中
小
資
本
は
か
か
る
内
航
船
主
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
市
場
基
艦
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

さ
て
内
航
船
主
が
以
上
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
中
小
造
船
資
本
の
設
備
は
過
剰
と
な
り
、
経
営
を
維
持
す
る
だ
け
で
精
一
ぱ

い
で
設
備
の
近
代
化
は
お
る
か
、
必
要
最
低
量
の
補
修
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
設
備
の
老
朽
化
は
造
船
所
の
生
命
と
も

(

2

)

 

い
う
べ
き
船
台
・
船
渠
・
岸
壁
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
お
よ
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。

作
機
械
に
と
る
と
、
第
一
三
表
の
し
め
す
よ
う
に
、
戦
時
中
の
粗
悪
機
械
や
老
朽
機
械
が
大
部
分
を
し
め
、
設
置
時
の
精
度
・
性
能
を

有
す
る
も
の
は
全
体
の
わ
ず
か
ニ
・
ニ
彩
に
す
ぎ
な
い
。
独
占
資
本
が
戦
後
の
設
備
近
代
化
に
一
応
の
成
功
を
お
さ
め
て
き
た
の
と
全

第
三
に
こ
れ
ら
中
小
資
本
の
な
か
に
は
例
え
ば
大
阪
造
船
の
よ
う
に
、
地
方
的
財
閥
の
経
営
に
な
る
大
造
船
所
と
比
肩
す
る
往
ど
の

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
例
を
代
表
的
な
中
小
造
船
所
五
社
の
エ

五
六
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こ
れ
は
前
掲
日
立
造
船
所
の
女
子
工
員
の
水
準
以
下
で
あ
る
。

第一三表 中小資本のエ作機械

造船諸資本とその特徴（越後）

製 造 年 次 1台数 1形

1951年以後 29 2.7 

1946~50 133 12.3 

1941~45 399 37.1 

1936~40 322 20.6 

1926~35 119 11. 5 

1925年以前 54 5.0 

A=設置時の精度、性能 I241 2.2 

B= 能精率度維低下持30%以内 I 504 I 46.8 

C=・ 精度低下 I I 能率低下30%以上 472 43.8 

D=使用に不適 I 771 7.2 

計 11, 0771 100 

註 (1)小金芳弘「中小鋼造船所に関する

諸問題について」『海運』 319号

所載より引用。

五
七

体
的
な
理
由
は
山
利
潤
が
少
い
上
に
そ
の
将
来
に
不
安
が

と
が
で
き
る
。
銀
行
が
長
期
資
金
の
融
資
を
行
わ
な
い
具

が
慢
性
化
し
て
い
る
点
に
共
通
的
な
特
徴
を
み
い
だ
す
こ

融
資
を
う
け
て
い
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
く
、
資
金
鋏
乏

の
規
模
で
、
融
資
は
地
方
銀
行
に
限
ら
れ
、

か
つ
長
期
の

以
下
の
、
中
小
金
融
金
庫
の
融
資
対
象
と
な
り
う
る
程
度

す
る
資
本
金
一
、

0
0
0
万
円
以
下
、
従
業
員
三

0
0
人

も
た
れ
る
こ
と
。
②
担
保
と
し
て
造
船
設
備
は
流
通
性
に
乏
し
い
こ
と
。
③
中
小
資
本
と
は
い
え
、
他
産
業
に
比
べ
る
と
規
模
が
大
で

あ
る
か
ら
資
金
需
要
も
大
で
あ
り
、
金
額
の
点
で
折
合
わ
な
い
こ
と
、
等
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
四
に
以
上
の
ご
と
く
銀
行
と
の
結
び
つ
き
に
乏
し
く
、
老
朽
化
し
た
設
備
を
も
つ
て
、
狭
監
な
市
場
で
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

る
結
果
、
修
繕
船
や
雑
船
建
造
に
わ
ず
か
に
活
路
を
求
め
る
以
外
に
道
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
場
合
、
驚
く
べ
き
低
賃
銀
が
そ
の
さ
さ

え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
例
え
ば
小
柳
造
船
所
の
平
均
賃
銀
は
わ
ず
か
に
―
二
、

八

0
0円

(
=
-
0
年
）
で
あ
り
、

ニ
八
年
―
二
月
の
保
安
庁
発
註
五

0
ト
ン
型
運
河
船
三
隻
の
競
争
入
札
に
は
林
兼
造
船
が
三
隻
合
計
八
八
九
、

0
0
0円
、
川
崎
重

工
の
約
三
割
、
藤
永
田
造
船
の
約
半
値
と
い
う
安
値
で
落
札
し
て
い
る
が
、
赤
字
覚
悟
の
受
註
で
あ
っ
た
と
し
て
も
低
賃
銀
と
劣
悪
な

す
る
が
、

そ
の
多
く
は
地
方
的
産
業
資
本
家
の
経
営
に
属

設
備
と
労
仇
者
を
擁
し
て
い
る
も
の
も
例
外
的
に
は
存
在
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造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）

労
仇
条
件
が
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
近
海
航
路
の
不

最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
ど
は
、
こ
れ
ら
中
小
資
本
は
内
航
小
型
船
建
造
と
い
う
点
で
、
大
型
船
建
造
を
主
体
と
す
る
大
造
船

所
と
直
接
の
競
争
関
係
に
は
た
た
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
大
造
船
所
に
充
分
な
仕
事
が
あ
る
限
り
の
こ
と
で
、

船
所
の
受
註
が
減
少
す
る
と
、
そ
れ
ら
大
造
船
資
本
・
独
占
資
本
は
、
中
小
造
船
所
の
市
場
で
あ
る
小
型
船
や
修
繕
船
の
受
註
獲
得
｀

に
も
乗
り
出
す
た
め
、
競
争
が
著
し
く
激
化
し
、
資
本
力
の
弱
い
中
小
資
本
の
没
落
と
倒
産
は
不
可
避
的
と
な
る
。
二
九
年
に
お
い
て

東
北
ド
ッ
ク
（
労
佑
者
三

0
0
名）、

笠
戸
ド
ッ
ク
（
労
佑
者
六
七
0
名
）
と
い
う
中
小
資
本
で
は
最
右
翼
に
列
な
る
造
船
資
本
が
破
綻
し

て
い
る
が
ご
と
き
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
労
佑
者
は
賃
銀
遅
配
、
帰
休
に
は
じ
ま
つ
て
解
雇
に
い
た
る
コ
ー
ス
を
歩
み
｀

も
は
や
低
賃
銀
さ
え
も
喪
失
す
る
に
い
た
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
．

し
か
も
独
占
資
本
・
大
資
本
が
い
わ
ゆ
る
「
輸
出
船
プ
ー
ム
」
を
経
験
し
て
も
、
こ
の
プ
ー
ム
が
中
小
資
本
に
直
接
波
及
す
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
た
だ
不
況
期
に
独
占
資
本
・
大
資
本
が
奪
っ
た
修
繕
船
・
小
型
船
・
雑
船
な
ど
の
市
場
か
ら
そ
れ
ら
大
資
本
が

手
を
ひ
く
か
ら
、
間
接
的
に
中
小
資
本
が
好
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
市
場
が
常
態
に
復
す

る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
中
小
資
本
が
発
展
す
る
契
機
と
も
な
る
も
の
は
生
れ
て
こ
な
い
。

ひ
と
た
び
大
造

要
す
る
に
こ
の
範
疇
の
資
本
は
中
小
内
航
船
主
と
そ
の
運
命
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

振
、
と
り
わ
け
中
国
貿
易
の
制
限
に
よ
る
そ
れ
に
直
接
か
つ
最
大
の
不
利
益
を
も
つ
資
本
で
あ
る
。
さ
れ
ば
独
占
資
本
の
再
建
を
可
能

に
し
た
同
じ
勢
力
の
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
発
展
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
資
本
、
換
言
す
れ
ば
独
占
資
本
の
再
建
の
矛
盲
の
し
わ
よ
せ
を
資

本
の
側
で
最
も
集
中
的
に
う
け
る
資
本
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
八
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註

(
1
)
小
田
部
康
「
内
海
海
運
当
面
の
課
題
」
（
『
海
上
労
佑
』
第
九
巻
第
二
号
所
載
）
。

(
2
)
小
金
芳
弘
「
中
小
鋼
造
船
所
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
海
運
』
三
一
九
号
所
叔
）
。

五
九

（
追
記
）
本
稿
は
本
誌
―
―

-
0年
七
月
号
所
載
拙
稿
「
戦
後
日
本
造
船
業
の
変
遷
と
そ
の
特
質
」
ー
計
画
造
船
政
策
を
め
ぐ
つ
て
ー
の
続
緬
と
し
て
当
時

執
筵
し
た
も
の
に
加
箪
し
た
も
の
で
、
資
料
的
に
若
千
古
い
と
こ
る
も
あ
り
、
ま
た
「
造
船
プ
ー
ム
」
の
影
響
も
充
分
考
感
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
の
修
正
は
別
稿
に
ま
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

造
船
諸
資
本
と
そ
の
特
徴
（
越
後
）




